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Ⅰ　緒言

　野球は投球，走塁，打撃，守備とポジション
や場面に応じて様々な技術や体力が要求され，
パフォーマンスに影響を及ぼす要因が他の競技
と比較しても多岐に渡る。野球の特徴として一
瞬のパワー出力がプレーの大部分を占め，一連
の動作のほとんどが 5 秒以内で終わることか
ら，体力因子としてはパワー，スピードが特に
要求される。さらにこれらを 2 〜 3 時間のゲー
ムの中で休息を挟みながら，繰り返すだけの筋
持久力も必要となってくる。野球選手における
身体的・体力的特性を詳細に検討した研究は国
内外含めてそれほど多くない。大学野球選手を
対象した研究も存在するが身体特性を身長，体
重，BMIの 3 種のみで調査しており 2），より運
動能力と関係する体脂肪率や筋肉量までのデー
タは把握していない。
　中学，高校，大学野球選手の体力とフィール
ドテストの結果を関連づけた研究によると 4），
中学，高校，大学の選手ではティー打撃時の打
球速度に筋力，パワーが密接に関係しているこ
とを報告している。またアメリカの野球選手を
ルーキーリーグから 3Aまでのマイナーリーグ
群，最高レベルのメジャーリーグ群に分けて体
力とパフォーマンスとの関連性を調べた研究で
は 6），リーグのレベルが上がるほど筋量が多く，
筋力，スピード，パワーに優れた選手が多いこ
とが報告されている。さらに敏捷性，スピード，
下肢のパワーは野球のパフォーマンス（本塁打
数，塁打数，長打率，盗塁数）を予測する上で最
も関連性の高い指標となっている。
　このように野球のパフォーマンスにおいては

身体的には筋量が多く，体力的にはパワー（筋
力，スピード）に優れていることがアドバン
テージに繋がると考えられる。そこで本研究で
は，大学野球選手の身体組成と瞬発力を中心と
した体力の特徴についてポジション毎に明らか
にすると共に，リーグ戦に出場経験のある選手
とそうでない選手の特徴について比較し，今後
のトレーニング指針に繋がる知見を得ることを
目的とした。

Ⅱ　方法

1．被検者
　近畿学生野球連盟 2 部に所属するH大学の野
球選手 48 名（身長：174 ± 6cm，体重：73.4 ±
7.5kg）が測定に参加した。ポジションごとの内
訳は，投手12名，捕手 5 名，内野手20名，外野
手11名であった。

2 ．実験手順
　全選手の測定項目として，身体組成（体重，
体脂肪率，筋肉量），30秒間全力ペダリング時
の最大パワー，平均パワー，30m走のタイム，
握力，垂直跳び，メディシンボール投げを行っ
た。野手のみの項目として，ベースランニング
のタイム，ロングティーの飛距離を計測した。

3 ．測定方法
　身体組成の計測にはマルチ周波数体組成計

（MC-980A plus，タニタ）を用い，選手は可能
な限り軽装で測定を行った。30秒間全力ペダ
リング時の最大パワー，平均パワーは，自転車
エルゴメーター（風神雷神，大橋知創研究所）
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を用いて測定した。ペダリング時の負荷は一律
で体重の7.5%とした。30m走には陸上競技用
のオールウェザートラックを用いて，ランニン
グシューズを着用した状態で 2 回計測を行っ
た。計測には自動計測システム（TC Timing 
System, Brower Timing Systems）を用い，選
手は右足もしくは左足をスタートラインに置
き，スタンディングスタートの姿勢から動作を
開始した。計測は後足の後方に置かれたモー
ションスタートが後足の動き始めを感知した
時点から開始され，30m先の光電管を通過する
までのタイムを自動的に測定した。2 回の測定
で，記録の良い方を採用した。握力の測定には
デジタル式握力計（T.K.K.5401，竹井機器工業）
を使用した。左手と右手で 2 回ずつ測定し，2
回の中で良い記録を左右で平均した。垂直跳び

（T.K.K.5406，竹井機器工業）はベルト式を使用
し，ゴム板の中央に立った状態でベルト本体が
遊ばないように腰にベルトを強く巻き，ベルト
とゴム板を繋ぐひものたるみをなくしてから，
まっすぐ上に高く飛び上がるよう指示した。垂
直跳びは 2 回行い，数値の大きい方を採用し
た。メディシンボール投げ（3kg）は，左捻転，
右捻転，後方の 3 種類とし，それぞれ 2 回ずつ
投げた内の良い記録を各動作で採用した。
　ベースランニングはホームベースから計測
者の笛の合図でスタートし，1 塁，2 塁，3 塁

の順にベースを踏んで，再度ホームベースま
で返ってくるまで（1 周：約109.7m）の時間を
手動のストップウォッチを用いて，1 回計測を
行った。ロングティーはスタンドティー（The 
Tanner Tee Original, Tanner Tees）を用いて，
各選手が指適な高さにボールの位置を設定し，
木製バット（85cm，900g，久保田運動具店）を
使って 5 回の試行で最も飛距離の出た記録を採
用した。飛距離はスタンドティーから着地点ま
での距離をメジャーを使って測定した。

4 ．統計処理
　各測定項目のポジションごとの比較には対
応のない一元配置分散分析を用い，その後，
Tukey法を用いて平均値の多重比較を行った。
また各ポジションで2017年度秋季リーグ戦に
出場した選手と出場しなかった選手を分類し比
較するため，対応のないt検定を用いた。尚，捕
手についてはサンプルサイズが小さいため，比
較を行わなかった。有意水準はすべて 5%未満
とした。

Ⅲ　結果

　ポジション毎に結果を比較してみると（表
1），体 脂 肪 率 は 外 野 手 が 最 も 低 く（13.3 ±
2.3%），投手と比べて有意に低い値であった

表1　ポジション毎の身体組成・体力の比較
項目 投手（12 名） 捕手（ 5 名） 内野手（20 名） 外野手（11 名）

体重（kg） 75 .9 ± 7 .1 72 .7 ± 3 .7 72 .5 ± 8 .8 72 .7 ± 6 .8
体脂肪率（%） 17 .8 ± 2 .9 14 .2 ± 2 .8 15 .2 ± 3 .1 13 .3 ± 2 .3 *
筋肉量（kg） 59 .0 ± 4 .5 57 .6 ± 2 .5 58 .1 ± 5 .3 59 .7 ± 5 .1
最大パワー（W） 780 ± 81 745 ± 74 781 ± 118 793 ± 104
平均パワー（W） 595 ± 52 587 ± 58 574 ± 62 599 ± 84
握力（kg） 45 .7 ± 2 .7 52 .9 ± 5 .2 * 49 . 5 ± 6 .1 50 .6 ± 5 .1
垂直跳び（cm） 64 ± 7 61 ± 6 63 ± 7 66 ± 9
30m 走（秒） 4.43 ± 0 .15 4 .38 ± 0 .17 4 .33 ± 0 .10 4 .23 ± 0 .13 *
メディシン左捻転（m） 10 .0 ± 1 .3 10 .0 ± 1 .7 10 .3 ± 2 .0 10 .8 ± 1 .8
メディシン右捻転（m） 10 .1 ± 1 .3 11 .0 ± 1 .0 10 .8 ± 1 .8 11 .1 ± 1 .4
メディシン後方（m） 12 .0 ± 1 .1 11 .9 ± 2 .4 13 .0 ± 1 .7 13 .2 ± 2 .2
ベースランニング（秒） 16 .24 ± 0 .78 15 .83 ± 0 .50 15 .51 ± 0 .64
ロングティー（m） 　 73 .8 ± 4 .7 74 .6 ± 10 .0 77 .0 ± 11 .2

* P<0 .05，投手との比較

大学野球選手におけるポジション・競技レベル別の身体組成と体力的特徴

無断転載禁止 Page:2 



93

Mar. 2020 大学野球選手におけるポジション・競技レベル別の身体組成と体力的特徴

（17.8±2.9%，P<0.05）。さらに30m走も外野手
が最も速く（4.23±0.13秒），投手と比べて有意
に速い値を示した（4.43±0.15秒，P<0.05）。握
力は捕手（52.9 ± 5.2kg）が投手（45.7 ± 2.7kg）
よりも有意に高い値であった（P<0.05）。それ以
外の項目でポジション毎の差は見られなかっ
た。
　さらに捕手以外の各ポジションを2017年度
秋季リーグ戦に出場した選手と出場しなかっ
た選手に分類し，データを比較した（表 2）。ま
ず投手を見てみると，垂直跳びで出場選手が未
出場選手より高い値を示したが（出場：69±
7cm，未出場：60 ± 5cm，P<0.05），それ以外
の項目において有意な差は見られなかった。
　内野手の身体組成を見ると，体重（出場：
76.8±9.8kg，未出場：68.2±5.0kg）と筋肉量（出
場：60.8 ± 5.5kg，未 出 場：55.5 ± 3.6kg）で 出

場選手に高い数値が見られた（P<0.05）。また最
大パワー（出場：838±117W，未出場：723±
93W），平均パワー（出場：609±60W，未出場：
538±43W），握力（出場：52.8±5.6kg，未出場：
46.2±4.7kg），メディシンボール後方投げ（出
場：13.8±1.4m，未出場：12.2±1.6m）におい
ても出場選手に高い値が見られた（P<0.05）。
　外野手においては身体組成に差はなかっ
た が，30m 走（ 出 場：4.17 ± 0.11 秒，未 出 場：
4.31±0.10秒），メディシンボール後方投げ（出
場：14.6 ± 1.4m，未出場：11.5 ± 1.8m），ベー
スランニング（出場：15.08±0.53秒，未出場：
16.02±0.29秒）で出場選手に優れた値が見られ
た（P<0.05）。各ポジションでいずれの項目にお
いても未出場選手が出場選手よりも優れている
項目は皆無であった。
　ロングティーの飛距離と各体力因子との関係

表2　リーグ戦出場選手と未出場選手の身体組成・体力の比較
投手（12 名） 内野手（20 名） 外野手（11 名）

項目 出場あり 5 名 出場なし 7 名 出場あり 10 名 出場なし 10 名 出場あり 6 名 出場なし 5 名
体重（kg） 72 .3 ± 4 .9 78 .4 ± 7 .6 76 .8 ± 9 .8 * 68 . 2 ± 5 .0 75 .4 ± 6 .0 69 .5 ± 6 .8
体脂肪率（%） 16 .1 ± 3 .3 19 .0 ± 2 .1 16 .2 ± 3 .9 14 .1 ± 1 .9 13 .5 ± 2 .9 13 .0 ± 1 .5
筋肉量（kg） 57 .3 ± 2 .2 60 .2 ± 5 .5 60 .8 ± 5 .5 * 55 . 5 ± 3 .6 61 .6 ± 4 .4 57 .3 ± 5 .2
最大パワー（W） 770 ± 104 787 ± 69 838 ± 117 * 723 ± 93 797 ± 126 789 ± 85
平均パワー（W） 604 ± 63 558 ± 48 609 ± 60 * 538 ± 43 619 ± 98 574 ± 65
握力（kg） 44 .9 ± 3 .9 46 .3 ± 1 .6 52 .8 ± 5 .6 * 46 . 2 ± 4 .7 53 .1 ± 2 .7 47 .5 ± 5 .9
垂直跳び（cm） 69 ± 7 * 60 ± 5 64 ± 8 62 ± 7 68 ± 10 64 ± 8
30m 走（秒） 4.35 ± 0 .12 4 .49 ± 0 .16 4 .30 ± 0 .08 4 .35 ± 0 .11 4 .17 ± 0 .11 * 4 . 31 ± 0 .10
メディシン左捻転（m） 10 .6 ± 1 .2 9 . 5 ± 1 .3 10 .5 ± 2 .7 10 .1 ± 1 .2 11 .5 ± 1 .9 10 .1 ± 1 .4
メディシン右捻転（m） 10 .4 ± 1 .2 10 .0 ± 1 .4 11 .5 ± 2 ,2 10 .1 ± 1 .1 11 .1 ± 1 .6 11 .1 ± 1 .3
メディシン後方（m） 12 .2 ± 0 .8 11 .9 ± 1 .4 13 .8 ± 1 .4 * 12 . 2 ± 1 .6 14 .6 ± 1 .4 * 11 . 5 ± 1 .8
ベースランニング（秒） 15 .68 ± 0 .36 15 .99 ± 0 .58 15 .08 ± 0 .53 * 16 . 02 ± 0 .29
ロングティー（m） 　 　 75 .4 ± 10 .2 73 .9 ± 10 .2 80 .4 ± 14 .2 73 .0 ± 5 .3

* P<0 .05，同じポジションの出場なしとの比較

表3　ロングティーの飛距離と体力因子間の相関係数
独立変数 ロングティー

最大パワー 0.582 *
平均パワー 0.583 *
握力 0.210
垂直跳び 0.340 *
メディシン左捻転 0.254
メディシン右捻転 0.533 *
メディシン後方 0.378 *

* P<0 .05
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を見ると（表 3），最大パワー，平均パワー，垂
直跳び，メディシン右捻転，メディシン後方で
ロングティーの飛距離との間に有意な相関関係
が見られた（P<0.05）。また相関係数の高かった
最大パワーと平均パワーを絶対値と相対値（体
重あたり）に分けて，ロングティーとの関係を
見ると，いずれも絶対値との間に強い相関が見
られた（図 1）。

Ⅳ　考察

　本研究において大学野球選手における身体組
成，体力の特徴を検討したところ，1）外野手は
体脂肪率が低く，30m走の記録に優れた値が見

られた，2）リーグ戦に出場した選手は体力が
優れた傾向にあった，3）各体力因子とロング
ティーの飛距離との関係を見ると最大・平均パ
ワーの絶対値に最も高い相関が見られ，体重あ
たりの相対値はそれに比べると低い相関を示し
た。一般的に野球選手は中学，高校，大学，社会
人・プロと学年，年齢が上がるほど体格が大き
く，体力も高くなる。これは成人を超えた大学
生と一流野球選手を比べても同様のことが言え
る 4）。今回の被検者は身長が174± 6cm，体重
が73.4±7.5kgと先行研究 2）で報告されている
大学野球選手の身長175.5±5.1cm，体重74.2±
6.6kgよりも，体格的にはやや小さい部類であっ
た。

図1　ロングティーの飛距離と最大・平均パワーの関係

A，Bは絶対値　C，Dは相対値（体重あたり）
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　外野手は他のポジションと比べて守備時の
走行距離が長く，スプリント力は守備範囲を決
める上で重要な指標となる。本研究では外野手
の体脂肪率が最も低かったが，体脂肪率と短距
離走のタイムには正の相関が見られており 5），
外野手に体脂肪率が低く，30m走のタイムが短
い選手が揃っていたことは適切な選手の配置
が行われていたと言えるだろう。プロ野球選手
の身体組成を見た研究では 3），投手の体脂肪が
14.8 ± 4.1%，野手が 14.2 ± 2.3% であったのに
対して，本研究における大学野球投手が17.4±
3.1%，野手が14.4±2.9%と，投手の数値が少し
高い傾向にあった。野手の体脂肪率はプロ選手
とほぼ同様であったが，体重ではプロの投手が
80.9±8.7kg，野手が78.6±7.6kgに対し，本研
究では投手が75.5±6.9kg，野手が72.6±7.5kg
と大きな差があり，体脂肪率がプロ選手と同
等，もしくは高いということは筋肉量において
プロ選手より大きく下回っているといえる。
　本研究では野手の体脂肪率に低い値が観察さ
れたが，これは野手の練習メニューが投手に比
べて絶対的に多く，身体活動量が多いことが考
えられる。野手は打撃，守備，走塁練習が日常
的に行われるが，投手は投球練習や守備練習を
毎日するわけではなく，むしろランニングやウ
エイトトレーニングといった体力メニューが大
半を占める。投手は先発した場合，100球前後
の球を全力に近い強度で投げ続けるため，投球
間やイニング間での回復力や持久力が必要とさ
れる。したがって，心肺機能の強化を狙ったイ
ンターバルトレーニングや繰り返し同じ投球動
作を再現できるようにするための筋持久力の強
化も欠かせない。また大学野球の場合はプロ野
球ほど分業制（先発，中継ぎ，抑え）が確立され
ておらず，能力の高い選手が先発完投するケー
スが多いため，学生野球の場合はプロ以上に全
身および筋持久力が必要となってくるだろう。
　本研究では打撃技術の指標としてロング
ティーの飛距離を測定しているが，パワーに関
係する指標において飛距離と有意な相関が見
られていた。パワーの大きさには筋肉量が強

く関与しており，本研究でも筋肉量と最大パ
ワーの間に強い相関が見られていた（r=0.762，
P<0.05）。また，除脂肪体重（筋肉が最も多く占
める）が多いほど，バットのスイング速度が速
くなることも分かっている 1）。本研究ではスイ
ング速度の計測を行っていないが，筋肉量と飛
距離（r=0.522，P<0.05），最大パワーと飛距離

（r=0.582，P<0,05）の間に有意な相関が見られ
ていることから，体格的には筋肉量が多く，パ
ワーの高い選手がバッティングで有利に働くと
考えられる。特に本研究に参加した内野手では
リーグ戦の出場選手と未出場選手で体格面，体
力面に大きな差があることから，これらを向上
させる体力トレーニングが必要不可欠と言える
だろう。またバッティングティーからスイング
した打球速度を計測した研究においてもメディ
シンボール投げや立ち幅跳び，握力，背筋力と
いった筋力，パワーを反映する指標で正の相関
が見られていた 4）。しかし興味深いことにプロ
レベルの一流選手になると体力との相関はほと
んど見られず，一定以上のレベルになると自動
化，安定化した高度な技術要素の必要性が増す
ことが示唆されている。
　また本研究の限界点として，ロングティーの
測定が挙げられる。打撃技術の指標としてロン
グティーの飛距離を取り入れたが，打球の飛距
離は風の影響を受ける。測定は風の極力少ない
コンディションの下で行われたが，実際に風速
何mであったのか詳細なデータの取得までは
行っていない。風の影響がより少ない，スイン
グ速度や打球速度といった項目であれば各体力
指標をより反映した相関が得られたかも知れな
い。

Ⅴ　結論

　各ポジションの体力の比較では，30m走で外
野手に最も優れたタイムが見られたが，要因の
一つとして体脂肪率の低さが挙げられた。外野
手は投手と比べ4.5%低く，その差は他のポジ
ションと比べても一番大きな差であった。体脂
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肪は走る上で重りとして移動にエネルギーを要
することから投手のタイムを遅くしたものと
考えられる。さらに外野手は他のポジションよ
りも幅広い守備範囲が要求されるため，実際の
プレー中に近い30m走の速い選手が外野手に
揃っていることは守備の編成面で理に適ってい
るといえるだろう。
　またリーグ戦に出場した選手と未出場の選手
の比較では，内野手において顕著な差がみられ
ており，筋肉量の違いがパワー発揮に大きな影
響を及ぼしていた。野手においては打球の飛距
離を考えても筋肉量，パワーの向上はアドバン
テージともなることから，リーグ戦未出場の選
手が試合に出るためには，まず筋肉量の増加と
それに伴うパワーアップが今後のトレーニング
に必要とされるだろう。

［付　記］
　本稿は，2016〜2018年度阪南大学産業経済研究所
助成研究「超音波診断装置から明らかにする身体組成
の特徴と多様な運動能力との関連性」の成果報告の一
部である。
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